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細木病院　屋上看板 ほそぎハートセンター

細木病院　本館 細木病院　北館　こころのセンター

細木病院　南館 細木病院　新館
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　日本は現在、いわゆるVUCA時代と呼ばれる先行きの見えにくい時代に突入していま
す。高齢化と人口減少に加え、コロナ禍後の受診控え、人件費・物価の上昇が病院経営
を圧迫し、全国の病院の約 7 割が赤字という衝撃的なデータも報告されています。
　こうした厳しい環境下にあっても、私たちは常に皆さんの声に耳を傾け、「100年後も
地域に根ざした医療・介護・福祉を提供し続ける細木病院」でありたいと考えています。
　細木病院は、DPC、地域包括ケア、回復期リハビリテーション、医療療養、緩和ケア、精神科急性期、精神科療
養の 7 つの病床機能を持つケアミックス病院として、慢性期医療を中心に地域の医療を担ってきました。しかし近
年は、循環器内科をはじめ急性期医療の強化を図ってきた結果、病院全体として急性期へのシフトが進んでいます。
　一方で、近年問題となっているのが、肺炎などで歩いて受診できない高齢患者さんが救急搬送され、治療後に肺
炎は改善しても、入院によってADL（日常生活活動度）が低下し、在宅復帰が難しくなるケースです。この課題の
解決策として、2024年の診療報酬改定で新設されたのが「地域包括医療病棟」です。高齢の二次救急患者さんに
対し、急性期治療とリハビリを同時に行うことで、ADLの低下を防ぎ、早期の自宅・地域復帰を支援する仕組みです。
しかし、その施設基準は非常に厳しく、全国的にも普及が進んでいないのが現状です。
　こうした中、細木病院は地域包括ケア病棟を急性期化させ、2025年 1 月に四国で初めて地域包括医療病棟へと
機能転換することができました。これは、職員の皆さん一人ひとりの尽力によるものであり、心より感謝申し上げま
す。これにより、地域の高齢者救急にしっかりと対応できる体制が整いつつあります。
　院内では、全職員を対象としたWebアンケートを定期的に実施し、その解析結果をもとに複数のプロジェクトが
立ち上がりました。2023年には「給与・人事考課体制刷新プロジェクト」が始動し、2026年度の運用開始に向け、全
職員参加型で準備を進めています。Balance Score Cardの考え方を取り入れながら、利用者の皆さんにより大き
なハッピーを届けるために、各部署がどのように取り組むべきかを共に考えます。公平で開かれた制度づくりを目指
すものです。
　またアンケートの分析から、職員満足度向上には「現場の声が形になる仕組みづくり」が不可欠であることが明
らかになりました。そこで立ち上げたのが Medical Staff Happy Project（MSHP） です。将来の病院を担っていく
中間管理職を部署横断的に選抜し、さまざまな取り組みを進めた結果、高知県主催の Kochi Work Style Award 
で準グランプリを受賞することができました（詳細はWebサイトをご参照ください）。
　自らの思いを実現するにはマネジメントの知識と技術が欠かせません。そのため、『学習する組織』『考える組織』
を目指し、Waculbaというマネジメントのe-learningシステムを導入しました。給与・人事考課体制刷新とも連動さ
せ、職員の皆さんのマネジメント力向上を支える仕組みづくりを進めています。他の企業からも求められるような人
材を育てたいと考えています。
　細木病院を利用してくださるすべての患者さんとご家族、地域の医療機関の先生方、そして職員の皆さんの声に
常に耳を傾け、100年後も「この病院で良かった」と心から思っていただけるよう、変化と進化を続けてまいります。
　細木病院の変革と歩み、その歴史そのものが年報です。逆風の強い環境の中でも、2024年度に職員の皆さんが
成し遂げた取り組みと成果を、ぜひご覧ください。

100年後も進化し続ける病院を目指して

細　木　信　吾　

細木病院の全景

▶▶▶院長挨拶▶▶▶院長挨拶
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細木病院　２０２４（令和 ６）年度トピックス　

じんせい　令和 ７ 年 ３ 月号　P １ 掲載

　このアワードは、ワークライフバランスや多様な働き方の
推進、生産性向上など、「働き方改革」に取り組む県内企業
のうち、特に優秀な取り組みを行った企業を高知県が表彰す
るものです。2024 年は 16 社がエントリーし、細木病院も医
療機関としては初めて、このアワードに参加しました。有識
者 5 人が審査基準（目標設定、推進体制、多様な働き方の推
進、働きがい向上に関する取組み等）に基づいて書類審査し、
グランプリ１社、準グランプリ 2 社、特別賞 1 社が表彰さ
れます。
　当院は「職員の満足度向上」を合言葉に立ち上げた「職員
ハッピープロジェクト」（MSHP：Medical Staff Happy 
Project）が中心となって、このアワードに取り組みました。
取り組み目標は、病院の基本理念である「患者さんからも、
地域からも、職員からも “ この病院で良かった。” と心から
思ってもらえる病院を目指す」ため、職員の働きやすく働き
甲斐のある職場づくりと働き方改革の推進としました。そし
て、「患者さんのハッピー」「地域のハッピー」「職員のハッ
ピー」を ３ 本柱とし、細木病院の今までのさまざまな取り組
みや新たな取り組みなどを提出書類にまとめ、審査の日を待
ちました。
　2025 年 2 月 5 日（水）、ラ・ヴィータ 8 階ホールで、２ 次審

査を通過した 5 社の取組発表と表彰式が開催され、当院は
細木院長とMSHPメンバー 4 人が分担して発表を行いまし
た。審査員からは「充実した子育て支援や医療スタッフへの
学び環境の提供などを高く評価する。病院の 24 時間 365 日
という使命を果たすとともに、職員の働き方改革と整合させ
る素晴らしい取り組みである。人の命を守る医療機関の一体
化の醸成にもつながり、今後も大きな成果が期待できる」な
ど高評価でした。
　注目のグランプリ発表です。当院は初参加にもかかわらず、
栄誉ある「準グランプリ」を受賞しました。しかもグランプ
リ企業とは何と１ポイント差でした。そして、濵田県知事か
ら「表彰状」と「クリスタル楯」をいただき、現在、細木病
院本館 1 階のディスプレイに展示しています。当日の模様
は高知県のホームページで動画配信されています。
　MSHPメンバーからは、「働き方改革に向けた多様な取
り組みを行っていることを再認識した。スタッフの自由なア
イデアと笑顔が広がり、新しい取り組みが生まれた。挑戦す
る難しさと継続の重要性も感じた。当院の魅力や課題を再確
認し、細木病院で働くことに誇りを感じた」などの感想が寄
せられました。細木病院では、今後も医療の質の向上ととも
に、働き方改革の推進に取り組んでいきたいと思います。

（文責：MSHP 代表・
薬剤部顧問　田中照夫）

細木
病院

「Kochi Work Style Award 2024」で
栄誉ある準グランプリを受賞！

アワードの
様子は

こちらから↓

　２０２５ 年には、高齢者の ５ 人に １ 人が認知症になると推測
され、高齢者を支える世代にも認知症を正しく理解してもら
うことは、喫緊の課題とされています。そんな中、「安心し
て暮らせる街づくりを、協働して取り組んでいきましょう」
と、城西中学校長と細木信吾院長が、同じテーブルで話し合
いをされたのは、昨年 １１ 月のこと。以後、支援センターと
学校担当者間で準備が進められ、３ 月 １４ 日に、城西中学校
１、２ 年生合計 １４２ 名の生徒を対象に「認知症サポーター養
成講座」を開くことができました。講師は、上街・高知街・

小高坂地域包括支
援 セ ン タ ー の 職
員 ５ 名。体育館の
ステージ上に大き
く映された認知症
当事者の動画を見
て、生徒からは「若
年性認知症という
ものがあることを
初めて知った」と

いう声があがってい
ました。“ 驚かせな
い、急がせない、自
尊心を傷つけない ”

（３ つのない）が、認
知症の大切な対応方
法であること、さら
に、支援センターの
役割や、地域で支え
ていくことの重要性
を伝え、約 ２ 時間の
講義でしたが、生徒たちの真剣な表情が印象的でした。
　その後のアンケートでは、「困っている人がいれば、優し
く声をかけたい」「認知症は自分もなるかもしれないので、
助け合っていきたい」と書かれており、講座を開催して良かっ
たと思いました。今後も、誰もが住み慣れた地域で暮らして
いける街づくりを、根気よく進めていきます。
　（上街・高知街・小高坂地域包括支援センター

　廣田淳也）

城西中学校で認知症サポーター養成講座を開講細木病院

認知症に関する問いかけに
元気に応える生徒たち

あいさつをする包括支援センター職員

じんせい　令和 ６ 年 ４ 月号　P ６ 掲載
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4

じんせい 令和６年９月号

　細木病院では、夏休み期間中
に職員の子どもたちに病院見学
に来てもらい、ご自分のお父さ
んやお母さんの仕事を知っても
らって、病院のしくみを学んで
もらい、将来は、ぜひ細木病院
で働いてもらいたいとの思いで

「こども参観日」（8 月 7 日～ 9
日）を企画・開催しました。
　医師や看護師、薬剤やリハビ
リなどの職員の子どもたち、小

学 3 年生から高校 3 年生まで 6 名が参加しました。　細
木院長の楽しい挨拶と細木病院のＣＭ鑑賞後、院内見学
ツアーです。
　子どもたちは普段見る
ことのできない病院の裏
側、リハビリテーション
課、手術室、ほそぎハー
トセンター、薬剤部を回
り、さまざまな体験をし
ました。
　子どもたちは当院職員

の働く様子を見て「皆、笑顔で患者さんと接していて、
楽しそうに仕事していた」「憧れの手術室に入れてうれ
しかった」「医師になれたら細木病院で働きたいです」
とうれしい感想が満載でした。
　 家 庭 と は 少 し
違うお父さん、お
母 さ ん を 垣 間 見
れた「こども参観
日」は、子どもた
ち の 夏 休 み の 良
い 思 い 出 に な っ
たようです。

（細木病院　人事総務課　西田江見）

昼間のパパとママはちょっと違う　　　　　　　
　　　　　「こども参観日」開催！細木病院

細木病院在宅部は、高知県南海トラフ地震対策優良取組事業所の
5つ星認定（最高評価）を受けています。

ほそぎハートセンターカテ室見学

時間 内容

： ～ ： 受付・集合・名札の準備

： ～ ： ほそぎ 分ミーティング

： ～ ：
オリエンテーション
①細木院長先生の挨拶 ②スケージュールの説明 ③細木病院 鑑賞

： ～ ：
＊移動時間含む

院内見学ツアー／予定コース

①リハビリテーション課（新館 階）

②手術室（新館 階）

③ハートセンター

④薬剤部（本館 階）

： ～ ： 休憩 アンケート（感想文）記入

： 解散

ほそぎ こども参観日 スケジュール

リハビリテーション課見学

手術室見学

申込は、右記QRから
Googleフォームにて
締切：8/5（月）15：00まで

社会医療法人 仁生会　細木病院
人事総務課 人事グループ

お申し込み・お問い合わせ先

日　　時：令和6年8/7㈬.8㈭.9㈮
　　　　   8：30～10：30（8：10～受付）
集合場所：新館地下1階講堂
参加対象：細木病院職員（非常勤含む）の
　   　　　こども（小学3年生～高校生）
参加人数：各日4名まで（申込多数の場合は抽選）

【細木病院職員向け】

①お父さん、お母さんのリアルなお仕事を知る
②病院のしくみやお仕事を学ぶ
（お家でも親御さんにたくさん質問してください）
③将来、細木病院で働いてみませんか？

　今年も８月にはいり、もうすぐ「よさこい
祭り」もありますね。今回、細木病院で「こ
ども参観日」をおこないます。
 「こども参観日」で、みなさんのご家族
の働いている所や、普段見ることので
きない職場を見てみませんか？みなさ
んの参加をお待ちしております。

参加者

募集中

昼間のママとパパはちょっと違う

こどもが見に来る

参観日  

スケジュール

持参物：筆記用具、水筒、マスク
※時間および内容は変更になる場合があります。

目的

準備

（感想文）記入

※見学申込のある部署など

ツアー

※発熱等、体調の悪い方は参加をご遠慮ください。
※感染症対策（マスク着用、検温、手指消毒等）にご協力ください。

3

じんせい 令和６年9月号

細木病院は、公益財団法人日本医療機能評価機構の
定める認定基準を達成しています。

　このたび当院は、病院広報の一環として、親しみやす
いCM動画を作成しました。動画を観た方に病院の雰囲
気を知ってもらい、安心して施設を利用していただくこ
とが、主な目的です。

　動画では、家族三世代（祖
母、母、父、娘）が中心とな
り、病院内外でさまざまなス
トーリーが展開されます。
　・�祖母がドクターカーで細

木病院に搬送され、カテ
手術、入院、通所リハを
経て回復

　・�母は細木病院病棟勤務看護師（主人公）
　・�以前、夫は歯科、娘は小児科を受診（回想シーン）
　動画にこめられたメッセージは「つなぎ目のない医療」
+「地域密着」=「みんなの細木病院」です。

　動画の制作は、高知市在住のプロのカメラマン（TSURUI
STUDIO）およびデザイナー兼ディレクター（ruslab.llc）
に依頼し、映画の予告編のような高品質シネマティック
動画を目指しました。制作チームと当院企画課・広報課
が協同で、1. 協議、2. 企画（プリプロダクション）、
3. 準備、4. 撮影・編集（プロダクション）、5. 校正・

リリースの手順で進行しま
した。出演は、細木院長を
はじめ、医師、看護師、リ
ハスタッフ、受付等、当院
職員ですが、祖母や母役は
演技シーンが多いためモデ
ルを起用しました。また、
参加型視点から、待合患者
さん等のエキストラは職員
から公募しました。
　撮影場所は、ロケハン（下
見）を行い、当院の推しの
場所かつ絵になる場所を選
定しました。
　カメラを向けられること
に慣れていない職員や子役
らが大健闘し、ディレク
ターの演技指示のもと、自然な演技を披露しました。
　動画にこめられた当院のメッセージが、視聴者に届き、
「 細 木 病 院
ファン」が高
知だけでなく
全国に広がれ
ば幸いです。

（人事総務部広報課　安田貴彦）

みんなの細木病院・CM動画完成！細木病院

患者さん家族と職員の交流

院長カテ手術風景

実際のカテ手術に撮影班が入り撮影

ストーリーの概要

動画制作について 動画視聴はこちらから↓

じんせい　令和 ６ 年 ９ 月号　P ４ 掲載

じんせい　令和 ６ 年 ９ 月号　P ３ 掲載
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じんせい　令和 ７ 年 ２ 月号　P １ 掲載

　細木病院は、救急から在宅までつながりのある医療を目指すケア
ミックス型病院です。急性期医療のDPCから慢性期医療の医療療養
まで、合計 8 タイプの病棟での入院医療に、さらに、在宅部での地域
包括支援センターや、介護サービス等の活動、在宅支援診療所を合わ
せて、地域の皆さんが安心して暮らせる町作りに取り組んできました。
　近年、ご高齢の患者さんにとって、入院そのものがADL（日常生
活での活動度）や認知機能を低下させる要因となることが問題になっ
ています。そのような問題に対応するため、当院では 2025 年 1 月、
四国初の「地域包括医療病棟（60 床）」を新設しました。

　地域包括医療病棟は、昨年の「2024 年度診療報酬改定」でできた
新たな病棟区分です。上記問題を解決すべく、緊急入院が必要な患者

さんへ早期から十分なリハビリを行い、ADLを落とすことなく在宅
へ復帰させることを目的として作られました。病棟では、急性期治療
と看護だけでなく、入院直後からのさまざまなリハビリや栄養管理を
同時に行います。少子高齢化の中、これからも増加する高齢救急患者
さんを受け入れる病棟として期待されています。

　厳しい施設基準をクリアして誕生した、四国初の病棟です。医師、
看護スタッフ、リハビリスタッフ、栄養管理士、医療ソーシャルワー
カー、事務員等の多職種が協力して、安全で安心の医療を提供してい
きます。ご高齢の患者さんが、できるだけ長く、自宅で自立した生活
が送れるような医療を目指します。これからも細木病院は、患者さん
からも、 地域からも、 職員からも “ この病院で良かった。” と心から
思ってもらえる病院を目指します。よろしくお願い申し上げます。

（広報委員会）

細木
病院

四国初！ 地域包括医療病棟誕生！
高齢者救急医療で地域に貢献

地域包括医療病棟における医療サービスのイメージ

早期の在宅復帰
在宅医療、
介護との連携

救急患者を
受け入れる
体制を整備

退院に向けた支援
適切な意思決定

支援

急性期病棟を
早期に離脱
できるよう支援

看護配置に加えて、理学療法士、作業療法士、管理栄養士、看護補助者
による高齢者医療に必要な多職種配置→包括的に提供

早期の退院に向け、
リハビリ、栄養管理

等を提供

・入院費の算定…地域包括医療病棟入院料（投薬料、注射料、簡単な処置料、検査料、画像診断料、入院基本料等）
・平均在院日数…21 日以内（90 日が入院期間の限度）
・対象…在宅復帰のために手厚い医療・看護・リハビリ等を必要とする方

はじめに

地域包括医療病棟とは

これから

じんせい　令和 ６ 年 ８ 月号　P １ 掲載

　このたび、ほそぎ診療所を、理事長細木秀美先生、細木病院院長細
木信吾先生の承認を得て、在宅診療を行う部署として開院する運びと
なりました。

　ほそぎ診療所では、外来診療は細木秀美が、在宅診療は、上田祐二、
矢野博子が原則的に担当します。
　昨今、医療は多様化し、いろいろなことができるようになりました。
最先端の治療が必要な、救急入院やリハビリ終了後の治療などが、患
者さんやご家族のご要望や、人生の生き方に寄り添っていないことも、
まま見受けられます。ご自宅にお帰りになった後にも、医師や看護師
等が、ご自宅を訪れて医療を施す在宅医療は、今からは、ますます必
要な医療ではないかと考えております。医療として必要な時は入院も
勧めますし、治療も勧めます。ただ、年齢的に通院が困難だったり、
その治療が患者さんや
家族の生き方として、
寄り添ってないことも
あるかもしれません。
そんな場合に我々の在
宅支援「ほそぎ診療所」
の出番ですし、在宅部
の登場だと思います。
　新型コロナ禍で、病
院に自由に面会に来ら
れない、家族に会えな
いこともありました。
今も医療界は新型コロ
ナウイルス感染症が世

界に登場する前の状態に戻ったかと、思われていらっしゃる方も多い
かと思いますが、実際はそうではないと思います。私も『おうちに帰
ろう。家族に会おう』と言えなかった状況に直面し、辛い時期があり
ました。患者さんや家族は私以上に、本当に辛く、後悔があったと思
います。そんなことが起きないように医療をすることが私の目標です。
しかし、やって欲しい医療を、受けられる状況に環境を整えるには患
者さんや、ご家族だけでは困難なことが、多く存在します。そのお手
伝いを、ほそぎ診療所、在宅部ができれば幸せだと思います。

　在宅診療は一人ではできません。訪問診療をする医師、看護師、訪
問看護、訪問リハビリ、訪問薬剤師、訪問ヘルパー、ケアマネージャー、
ソーシャルワーカー、福祉用具や在宅酸素の供給業者、引き継ぎをす
る病院看護師、栄養士、理学療法師など、数々の他職種、多職種のチー
ム構成が必要です。みんなで知恵を出し合い、患者さんにとってより
よい環境、医療が提供できればと思っています。
　訪問診療医が、今までの主治医と異なる場合もあると思います。そ
の場合、突然自分のことを知らない医者が訪問診療に来るのですから、

びっくりもすると思います。地域の先生や専門
の先生とご迷惑かもしれませんが、連絡を密に
とり、患者さんに寄り添っていければと思いま
す。
　まずは、お気軽にご相談ください。

　ほそぎ診療所
　高知市大膳町 １ 番 ２５ 号
　梅田橋ビル ２ 階（細木病院　在宅部）
　ＴＥＬ０８０ −２９９０−１２７９

細木
病院

ほそぎ診療所オープン！
　　　「おうちに帰りませんか？」

総合診療科医　矢野博子

ほそぎ診療所とは？

チーム在宅医療

ほそぎ診療所スタッフ
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じんせい　令和 ６ 年 ７ 月号　P １ 掲載

　発声（話すこと）や嚥下（食べること）は、
人にとって基本的かつ極めて重要な機能です。
発声が障害されると、人と人とのコミュニケー
ションがうまくできず、ひどい場合には社会生
活や就業に大きな支障が出ます。また、嚥下が
障害されると生きる楽しみの一つである食べる
ことが満足にできず、さらに、誤嚥による誤嚥
性肺炎を反復するリスクもあります。発声や嚥
下を主に担う器官は、のど（咽頭および喉頭）
であり、このたび発声や嚥下の障害を一元的に
診療する「こえと嚥下のセンター」を立ち上げ
ました。以下に、具体的な病気や診療の概要を
紹介します。

　発声とは、声帯が閉じた状態で肺からの呼気流により声帯が振動す
ることで生成される空気の波です。このため、声帯がきちんと閉じな
かったり、規則的に振動しなかったりすると、声がかすれたりガラガ
ラ声になったりします。声帯ポリープ、声帯結節、声帯のう胞、喉頭
がん、急性・慢性喉頭炎、発声時に声帯がけいれんする痙攣性発声
障害などが代
表的な疾患で
す。また、甲
状腺がんや肺
がん、胸部大
動脈瘤などに
より声帯を動
かす神経（反

回神経）が麻痺して声がかすれ、それによってこれらの病気の診断に
至ることもあります。当センターでは、声の異常の原因を内視鏡検査
や声の音響分析などにより診断し、病気に応じて薬物治療、発声訓練

（音声治療）、手術などを行います。

　嚥下とは、食物を口から胃まで送り込む一連の運動ですが、食物の
通過路である咽頭は、気道である喉頭や気管とつながっていますので、
嚥下の際には、喉頭や気管に入らないようにしながら、食道へ食物を
送り込む必要があります。この交通整理は、延髄にある嚥下中枢によっ
てコントロールされる精密かつ複雑な反射運動により行われますが、
脳卒中、種々の神経・筋疾患、頭頸部外傷、頭頸部がん、加齢などさ
まざまな原因により障害されます。嚥下障害に対してはまず、嚥下内
視鏡検査や嚥下造影検査によりその原因と障害様式を診断します。そ
して、その結果に応じて、適切な栄養管理や気道管理、誤嚥しにくい
食形態の選択、嚥下リハビリテーションなどを行います。また、高度
の嚥下障害に対しては、誤嚥性肺炎を防ぐための手術を行う場合もあ
ります。当センターでは、安全な経口摂取と食べる喜びの回復を支援
します。

　まずは、お気軽にご相談ください。
（耳鼻咽喉科［こえと嚥下のセンター］ＴＥＬ ０８８−８７３−３８０６）

細木
病院

えん　げ

「こえと嚥下のセンター」開設

センターの概要

【嚥下の障害】

こえと嚥下のセンター長

兵
ひょう
頭
どう
　政
まさ
光
みつ

（前高知大医学部教授）

【こえ（声）の障害】

じんせい　令和 ６ 年 ７ 月号　P １ 掲載

　細木病院美容皮膚科は、６ 月 １ 日にオープン １ 周年を迎えました。
開設の際には、細木病院と三愛病院の多くの部署に協力いただき、ま
た職員の皆さんにも当科をご紹介・ご利用いただき、誠にありがとう
ございました。そして、何より、当科をご利用いただいている患者さ
んには、心より御礼申し上げます。
　「総合病院にある美容皮膚科」として、大手医療系サイトや地方誌
から取材をうけたり、患者さんからも「他の美容皮膚科は知らないが、
細木病院なら知っている」「細木病院にある美容皮膚科だから安心」
などのお声をいただき、改めて「細木ブランド力」を実感しています。
　新設の当科を知っていただくため、テレビＣＭや新聞折込チラシ、
紹介クーポン配布、メニューを季節毎にポスターやＨＰで告知、毎月
じんせいの美容コーナーでメニューや化粧品（ローソン細木病院店で
購入可）を紹介をするなど、ＰＲにも力を入れています。おかげさま
で、 自 由 診 療 と
保 険 診 療 か ら 適
し た プ ラ ン を 提
案 す る ス タ イ ル
や、高知では珍し
い 医 療 用 キ セ ノ
ン 光 線 に よ る し
みや脱毛治療が、
口コミでも増え、
待望の月 １ 回、土

曜午前外来とスタッフ外来も始まりました。

　今後、さらに広く知っていただけるようＰＲを継続し、症例写真を
増やすなど、ホームぺージの充実も図りたいと思います。新たに、Ａ
ＧＡ（男性型脱毛症）の治療や、美容ポータルサイトへの登録などを
開始します。また、地域の皆様からのご依頼があれば、まっこと出前
講座（当院在宅部主催）を通して、お肌の健康維持に関する情報、遮
光の重要性などもお伝えしたいと思います。
　これからも「お肌のかかりつけ医」としてお役に立てますよう、メ
ニューやスタッフの充実に取り組んでまいりますので、どうぞよろし
くお願いいたします。

（美容皮膚科担当医　三好みちよ）

細木
病院 美容皮膚科オープン１周年！

 おかげさまで１周年！

 今後の美容皮膚科
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　ハートセンターは開設 ５ 年目を迎え、近隣の先生
方、たくさんの患者さん方にご支持をいただき、多
くの当院職員に助けられながら日々成長を続けてい
ます。
　
　この 5 年間の中、2022 年 6 月にはほそぎハート
センターの施設面での強化を図りました。１階の心
臓リハビリテーションスペースが拡張され、患者さ
ん方に広いスペースで快適にリハビリテーションを
行っていただけるようになりました。また、１回の
セッションでリハビリテーションを行える人数が増
えたことで、より多くの患者さんの受け入れが可能
となりました。

　また、心臓超音波室を含めた検査室も拡充し、検査のクオリティーの向上だけでなく、患者さんの負担の軽減や、
待ち時間の短縮にも貢献しています。2 階もこれまで１室であった血管造影室が 2 室となり、下肢動脈や不整脈へ
の診療・治療体制が充実しました。
　緊急対応を含めた患者さんの受け入れ体制もより強化されました。開設当時 5 名であった医師も 7 名となり、
診療の幅も大きく広がりました。看護師、臨床工学技士、臨床検査技師、リハビリテーション 療法士、栄養士、
薬剤師、いずれのメディカルスタッフも増員となり、マンパワーも充実しました。個々のメディカルスタッフの
技術や知識は目覚しく向上していますが、チームとして協働することで、相乗効果を生み医療の質を高めています。
　心臓リハビリテーションを含めた心不全の治療においては、特にチーム医療が大きな役割を果たします。入院
／外来のスタッフが密に連携し、大きな効果を上げています。来たる心不全パンデミックに備え、近隣の先生方
やスタッフの方々も巻き込んだ、より強固なチーム医療体制を構築し、患者さんの活動能力を維持し、質の高い
生活を守っていきたいと考えています。
　昨今は、開設当時に紹介がなかった先生方からの紹介も徐々に増え、また、遠方からも紹介いただけるようになっ
てまいりました。丁寧な診療により、多くの先生方からの信頼が得られ始めた証しと自負しています。また、患
者さん方からの口コミでの紹介も増えてきており、「心臓は細木」のイメージも広まりつつあるのかと、独り密か
にほくそ笑んでいます。
　まだまだ ５ 年目を迎えたばかりですが、今後も 10 年後、20 年後を見据えて、円熟しながらも初心を忘れず、若
さとエネルギーを保って地域の皆さまの医療に貢献してまいります。

1常勤医師の氏名
　細木　信吾（院長）
　山本　哲史（ほそぎハートセンター長／内科医局長／循環器内科部長）
　西本　美香（心臓リハビリテーション科部長）
　宮地　剛（循環器内科長）
　古川　敦子（循環器内科長）
　西本　隆史（循環器内科長）
　岸之上　隆雄（循環器内科副科長）

　ほそぎハートセンター

ほそぎハートセンター

ほそぎハートセンター
おかげさまで開設 5周年！

カテーテル検査室で行う検査・治療
第 １ カテ室 第 ２ カテ室

冠動脈造影検査 ◎ ○
冠動脈治療 ◎ ○

抹消動脈造影 ○ ◎
抹消動脈治療 ○ ◎

不整脈検査／アブレーション △ ◎
恒久的ペースメーカー植え込み ◎ ○
一時的ペースメーカー植え込み ◎ ◎

下大静脈フィルター ◎ ◎
心嚢穿刺・ドレナージ ◎ ◎

保持人工心肺(ECMO)挿入 ◎ ◎
持続的血液濾過透析装置導入 ◎ ◎

 「◎」最も適している　「○」適している　「△」場合によって行うことがある院長カテ手術風景
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操作室の窓からカテーテル室 ２ を臨む

（文責：ほそぎハートセンター長╱内科医局長╱循環器内科部長　山本　哲史）

ほそぎハートセンター2階（心臓カテーテル室）スタッフ集合写真

ほそぎハートセンター1階（心臓リハビリテーション室）
レッドコードを使用したトレーニング風景

ＰＣＩライブの様子

心リハ室でのイベント　白熱した卓球大会

施設説明
２ Ｆ　第 ２ 血管造影室（カテーテル検査室）

概要・特色

・心臓カテーテル室を ２ 室とＩＣルーム、カンファレンスルーム等を備えています。
・�専任の医師（日本心血管インターベンション治療学会専門医 ２ 名・認定医 ２ 名）が一度の造影で ２ 方向から撮影で

きる心臓血管撮影装置を用いて、心臓や足等の血管と不整脈の検査、治療を行います。
・�患者さんが検査、治療中にリラックスできるよう、白と木目を基調とした部屋に好きな音楽が聴ける音響システム

を導入しています。

主な設備

・�フィリップス社製 ２ 方向血管撮影装置Ａｚｕｒｉｏｎ７  Ｂ１２／１２（ ２ 方向からの同時撮影が可能な低線量、低被爆を可能
にした最新機器）

・�ＤＶＸライブ配信システム（検査室以外の場所で血管造影画像のリアルタイム閲覧が可能となり情報の共有ができ
るシステム）

１ Ｆ　心エコー室／心臓リハビリテーション室

概要・特色

・心エコー・ＣＰＸ室と心臓リハビリテーション室などを備えています。
・専任の心エコー専門医（超音波専門医）による ３ Ｄ心エコー検査で心臓の状態を正確に診断します。
・�心臓リハビリでは、専任の医師（心臓リハビリテーション指導士）、看護師、理学療法士等のチームにより、個々

の患者さんに最適な運動療法、学習活動、生活指導、カウンセリングを行い、快適な家庭生活、社会復帰、心臓病
の再発予防をサポートします。

主な設備 心肺運動負荷試験（ＣＰＸ）、自転車エルゴメーター、セントラルモニター心電図、レッドコード（スリングエクサ
サイズセラピーツール）、診察室など
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　職員全体のWEB朝礼「ほそぎ１０分ミーティング」の取り組み

『ほそぎ１０分ミーティング』で、
あなたHAPPY!　わたしHAPPY!

みんなHAPPY!
　2022年初めに新型コロナ感染に関する迅速な情
報共有、情報伝達のため、クラスター収束まで
を目途に期限付きで開催されていました、「zoom
ショートミーティング」を契機として始まりまし
た「ほそぎ10分ミーティング」が 3 年目に突入し
ました。
　現在は、平日朝の10分ミーティングの開催はほ
ぼ全職員に認知されている状態です。
　2024年度のほそぎ10分ミーティングの活動内容を報
告させていただきます。
　司会進行は、週交替で行っており、人事総務部長、
人事総務課長補佐とでそれぞれ １ 週を担当。臨床支援
課長、診療情報課長、医事課長で曜日交代の週、広報
課主任、人事総務課員で曜日交代の週と、合計 ４ 週ご
とで交代しながら行っています。
　会場準備は人事総務課が担当しています。司会者用、
共有資料操作用の 2 台のパソコンを起動し、開始10分
前には入室している方へ向けて音声チェックをいたし
ます。さらに、所定の 8 時40分終了までの進行に欠か
せない、残り時間を示すカウントダウンをタブレット
でセットすることも人事総務課担当者が行う一連の準
備です。
　オープニングでは月替わりで、院内サービス向上委
員会が掲げている目標スローガンを表示しています。
同じ言葉を共有し、ポジティブな表現で職員の一体感
を高めています。
　外来から「前日（週始めは週末）の救急車受入状
況報告」、入退院サポートセンターから「入院患者の
状況と入院基準値の運用状況」を報告いただきます。
2025年 3 月13日からは「三愛病院の空床状況」報告が
追加されました。これら報告準備には 8 時10分までに
電子カルテの最新患者数情報を情報システム管理課が
集計処理を行い、資料を更新しています。　
　また、入退院サポートセンターでは10分ミーティン
グ開始までにベッドコントロールの情報収集を行って
います。

　「院内周知が必要な事項」では、 1 枠持ち時間 1 分
程度で、 １ 日 3 枠までとしています。周知には所属長
や、役職者だけでなく、実務者も発言に臨みます。誰
もが告知することができるシステムは協働意識の向上
につながります。
　2024年度の10分ミーティング開催回数は2024年 4 月
1 日、第467回から2025年 3 月31日、第710回まで243回、
参加アクセス数は累計31,357アクセスでした。調査を
行ったところ 1 回の視聴には320名程の職員が参加し
ていました。これは、概ね、細木病院の全職員 3 人に
1 人以上が参加していることになり、10分ミーティン
グでの告知は情報の共有や、伝達面においても効率的
であります。
　「一言メッセージ」では所属長、または所属のリー
ダーにお話しいただきます。ここでは、職場のこと、
趣味のこと、プライベートなこと、決められたテーマ
はなくいろいろなお話を聞くことができます。
　10分ミーティングの締めくくりである「Happy唱
和」は、唱和する部署をルーレットで決定しています。
10分間という一定の時間で、残念ながら割愛されると
きがありますが、時間が許される限り、10分ミーティ
ング参加者へ向けて自部署のアピールをしていただい
ています。
　10分間という短い時間に多くの職員が注目し、ま
た、携わる職員皆で準備し、少しずつバージョンアッ
プしながら運営しています。これからも平日の朝に
Happyを。

ハッピー唱和

定期的告知
　常勤・非常勤医師着任の告知
　常勤医師着任・退任挨拶
　サービス向上委員会より月初の接遇標語
　昇進者挨拶
　給与締切日のお知らせ
　勤怠確定のお願い
　人事考課についてのお知らせ
　節電アラートについて
　院内感染対策研修会について
　院内安全管理研修会
　理事長推奨本のお知らせ
　リロクラブに関すること
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月 トピックス

４ 月
病院PR動画エキストラ募集/AED設置場所変更/細木病院グループよさこい踊り子隊募集/再来受付機更新に伴う外来運用の
見直しについて/入院患者における発熱サーベイランスの開始、入院後の一律のコロナ検査の廃止について/HP＆パンフ校正
のお願い・給与・賞与明細書の閲覧方法/診療報酬Webセミナーのご案内

５ 月
職員への暴力・暴言対応について/美容皮膚科CM放映について/定額減税について/患者家族の意向に沿った退院支援報告/医
師人事考課について/補聴器啓発/コミュニケーション講座参加者アンケート回答依頼/屋上ガーデン利用方法/デイケアフレ
ンズ休憩室使用について

６ 月

夏季賞与支給通知/ER室拡張工事について/訪問看護療養費明細書の電子化に伴う訪問看護指示書の記載事項及び様式見直し
/よさこい祭協賛金のお願い/ベースアップ評価料に伴う処遇改善について/北館 3 階女性更衣室耐震工事のお知らせ/RKCよ
さこい細木病院グループ紹介/在宅部駐輪場移転について/リハビリテーション課就職見学会開催のおしらせ/訪問看護・訪問
リハ事務室移動について/

７ 月
DPCと看護必要度の勉強会について/よさこい行動予定表/三愛病院院内研究会のお知らせ/職員満足度調査結果報告と今年
度の取組について/消防訓練実施のお知らせ/医療機器の適切な運用について/南 3 病棟転換について/コロナ自己検査の注意
点など/電子カルテシステム異常停止報告/

８ 月

こども参観日参加者募集/そらみる利用案内/病院CM動画完成報告/南海トラフ地震に関する通知/細木病院グループよさこ
いご支援御礼/高知市上下水道局からの断水のお知らせ/子宮頸がんワクチン職員接種案内/血液培養ボトルの供給制限に伴う
使用制限/高知県登録働き方改革コンサルタント伴走支援について/診療費後払いシステムについて/台風の備えについて/災
害時における緊急速報について/高知若年者地域連携事業ステップアップセミナー案内

９ 月
電動ベッド入替完了報告/公文書管理について/ICTから職員の有症状者の外来受診・疥癬（ダニ）の感染症について/コロナ
陽性患者の入院について/日本病院会高知県支部講演会告知/講演会（電子処方箋について）のお知らせ/第 7 回細木病院学術
集会開催について/言語療法士川村氏高知新聞取材報告/

１０月

65歳以上再雇用時確認票について/令和 ６ 年度多職種合同職員研修年間計画について/社会医療法人仁生会採用困難職種紹介
謝礼金支給規程について/臨床倫理研修のご案内/令和 6 年度高知市災害医療救護訓練報告/令和 6 年度多職種合同 1 年目職
員研修のお知らせ/第50回衆議院議員総選挙及び第２６回最高裁判所裁判官国民審査不在者投票のお知らせ/美容皮膚科ホット
ペッパービューティーサービス導入のお知らせ/日高村村制施行70周年記念式典について/用度課消耗品管理システム全部署
移行のお知らせ/

１１月

コミュニケーション講座案内/ペイシェントハラスメント研修会案内/道路交通法改正のお知らせ/医療ガス研修案内/医療安
全リスク報告書新システム稼働のお知らせ/歯科受診予約運営のお知らせ/面会制限緩和について/コンシェルジュのお知らせ
/個人情報保護法研修会案内/細木病院グループ10大ニュース募集について/障害者手帳をお持ちの方へ/男性職員へ育児に関
するアンケートのお願い/摂食嚥下スクリーニング実施マニュアルについて

１２月

インフルエンザ対策・コロナワクチン集団接種について/再雇用願い様式変更について/医療、重症度・看護必要度勉強会につ
いて/美容皮膚科キャンペーンのお知らせ/緊急館内放送対応について/冬季賞与支給について/2024年度身体抑制研修につい
て/DMAT研修受講者募集/腰痛教室のお知らせ/通勤手当支給規定等の変更について/細木病院グループ10大ニュース結果発
表/感染発生状況及び対策について/人事制度プロジェクト中間説明会について/北館中棟水漏れについて/

１ 月

入院計画書について/障害者雇用研修のお知らせ/寒波の備え/日本病院会倶楽部のご案内/仁生会年報発刊挨拶/院内報じんせ
いナウレッツビギン原稿執筆について/認知症サポーター研修案内/クラスターについて/北館 6 階ホール再開について/入院
患者繁忙期対応について/シエスタについて/災害医療研修のお知らせ/緩和ケア勉強会のお知らせ/臨床研修病院訪問調査に
ついて/時間外労働の削減について/美容皮膚科べビーピールについて/施設基準届出報告/認知症ケア研修会のお知らせ

２ 月

医療情報システム安全管理研修会のお知らせ/すこやかWinter2025のお知らせ/KOCHI Work Style Award 2024準グランプ
リ受賞報告/医療費のお知らせ/クロノロジー研修のお知らせ/トリアージ研修のお知らせ/医療安全研修会・医薬品安全研修会
のお知らせ/放置傘撤去のお知らせ/北館中棟耐震補強工事引渡について/用度課業務の見直し/従業員代表候補者告知/高知市
保健所立入調査について/

３ 月

北館 1 階の面談室⑤と⑥の利用について/腎臓病セミナーについて/災害医療救護訓練に関するお知らせ/電子カルテ停止案内
/ハラスメント職員周知/ゆとりすとパーク施設利用終了案内/医療安全研修会視聴依頼/人事考課スケジュール/がん科学療法
研修会案内/美容皮膚科水曜限定menu周知/骨粗鬆症リエゾン研修会案内/椅子カバー周知/病院機能評価カルテレビューにつ
いて/こころのセンター医局管理棟への移動について/いのちの基金報告

（文責：人事総務課長補佐　福原　紀宝）

開 催 日：平日毎朝（月曜日～金曜日）
開催時間： 8 時30分～ 8 時40分（第 2 水曜日・仁生会会議開催・入社式開催時は13時00～13時10分）
開催場所：細木病院　デジタル会議室よりZOOM会議
参加職員：細木病院（三愛病院・日高クリニック・仁生会本部）
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１ ．細木病院の理念
　患者さんからも、地域からも、職員からも“この病
院でよかった。”と心から思ってもらえる病院を目指
します。

２ ．細木病院の基本方針
　・私たちは、医療人としての良心に基づいて、責任

と思いやりのある医療を行います。
　・私たちは、常に研鑽にはげみ、質の良い医療を提

供します。
　・私たちは、すべての患者さんの立場に立って、尊

厳・権利を尊重した医療を行います。
　・私たちは、医療についての十分な説明を行い、医

療を提供するものと受けるものとの信頼関係を深
めます。

　・私たちは、細心の注意を払い、安全な医療を行い
ます。

　・私たちは、障害の有無に関わらず、療養環境を整
備し、心地よい医療・介護を受けられるようにし
ます。

　・私たちは、地域のニーズに応じた医療・介護を提
供します。

　・私たちは、へき地医療支援病院として、へき地医
療を支援します。

　・私たちは、就業環境の改善を図り、明るく働き甲
斐のある職場づくりをします。

　・私たちは、経営・運営基盤を確立して効率的な医
療を行い、病院の健全な発展を実現します。

　患者さんの権利
　・�患者さんの人格が尊重され、思いやりのある丁寧

な医療が受けられる権利
　・�病気や診療について、分かりやすく説明を受ける

権利
　・�セカンドオピニオンを求めることができ、その上

で、自身の意思に基づいて診療方法を選択し、同
意、または拒否できる権利

　・�プライバシーが保護され、個人情報が護られる権
利

　・診療記録の開示を受ける権利

３ ．２０２４（令和 ６）年度の目標と取り組み（事業計画）
１ ．�患者満足度の向上を目指した診療体制の整備・強

化
　①�本館 １ 階患者受付・待合・ＥＲ・有熱外来・新館入院

病棟のリフォーム
　　・�ポストコロナに向けた機能とホスピタリティの

向上、ER 2 床体制の構築
　　・初診外来患者に分かりやすい導線

　②患者への分かりやすい情報発信と広報強化
　　・�ホームページの計画的強化と新たな情報発信

ツールへの取り組み
　③急性期・慢性期・在宅をつなぐシステム構築
　　・�高知ケアライン、高知あんしんネットを利用し

た医療、介護情報の共有
　　・�高齢患者さんの聞く力、食べる力の増進・維持に

向けた“こえと嚥下のセンター”の立ち上げ　
④�外来の混雑回避、待ち時間への不満に向けた

取り組み
　　内科外来枠の整理、待ち時間への工夫
　⑤職員の接遇向上の取り組み
　　�接遇リーダー育成と継続的な職員教育および実践

力の強化
　⑥�医療DX、ヘルスケアイノベーションなどへの取

り組み
　　・�高知県庁との連携事業：AI退院時サマリー作

成、ウェアラブルデバイスでの不整脈診断
　　・�ケアコムとの共創：患者体験価値webアンケー

トの継続実施と評価・対応
　　・�事務部門（医事課や人事総務課など）の医療

DX化の検討
　⑦�病院機能評価受審に向けて医療の質向上の取り組

み

２ ．�職員の働きやすく働き甲斐のある職場づくりと働
き方改革の推進

　①職員研修やスキルアップ支援の拡充
　　・�1 年目職員、 3 年目職員、管理職などに対する

職員教育
　　・�コミュニケーションスキル、マジメントスキル

に関する研修会の開催
　②医師の働き方改革に向けた対応
　③職員満足度調査の実施と活性化などへの対応
　　・�（株）日本経営と共創：職員満足度の実施、要

因分析、活性化などへの対応
　　・�職場の環境改善と離職防止の取り組み
　④一般職の給与制度および人事考課制度の改定
　　・�（株）日本経営と共創：賃金分析、基本給与設計、

諸手当設計、賞与制度設計、役割基準に基づく
人事評価制度の改定

　⑤事務部門体制の再構築
　　・� 業務円滑化・平準化に向けて、人事総務部（課）、

用度課、施設課などの体制見直しの検討
　
３ ．経営基盤の安定と強化
　①入院収益の増収対策と入退院の促進
　　�以下の ４ つの入院経路：ER、外来、転院、在宅

からの増患

　概　要
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　　・救急車受け入れ数と入院率向上
　　　⇨�日勤帯と平日２０：３０までの全救急車受け入れ

促進
　　　⇨�救急車受け入れ体制の整備：ERリフォーム

と 2 床体制の構築
　　　⇨�救急車来院患者に対する入院
　　・�短期入院（レスパイト入院／メディカルショー

トステイ／念のため入院）の推進
　　・�収益性の高い医療行為（救急車受け入れ、外科・

整形外科手術、心臓カテーテル治療など）の促
進とサポート体制の整備、退院の促進

　　・�外来からの入院、転院受け入れ促進への取り組
み

　　・病院と在宅（高齢者施設を含む）の連携強化
　　・�退院促進と在宅医療提供のための訪問診療所の

立ち上げ
　②2024年度診療報酬改定への対応
　③費目別コスト管理の強化
　　・�材料委員会（仮名）の立ち上げによるコスト削

減への取り組み
　

４ ．自然災害への対応
　①コロナウイルス感染症や新興感染症への対応強化
　②南海トラフ地震への備え
　　・大規模災害訓練の実施
　　・北館南棟・管理棟の耐震工事の検討
　③消防計画・災害対策マニュアルの更新
　
５ ．安心して生活できる地域づくりに向けた関わり
　①�細木病院の理念のもと、ネットワークを広げ、地

域づくりに貢献する
　②出前講座を実施し、地域の住民力向上につなげる

４ ．施設とその概要
１ ）　 敷地面積（裃） 建築延面積（裃）

本 　 館 １ ，５５４．４５ ３ ，２８８．２０
新 　 館 ２ ，４４２．３５ ６ ，０８７．１６
ほそぎハートセンター ２２０．１３ ５２８．１３
南 　 館 １ ，７４５．０７ ２ ，７５５．０５
管 理 棟 ３８４．２２ ４５３．４４
事 務 棟 １５２．７２ ４００．００
実 習 棟 １５５．３７ ２８５．７８
北 館

（こころのセンター） ３ ，６８７．００ ７ ，１６０．００

合　　計 １０，３４１．３１ ２０，８６９．８９

２ ）施設の概要（各階の目的、機能別）
南館 新館 本館 ほそぎハートセンター

６ Ｆ 内視鏡センター　美容皮膚科
情報システム管理課

５ Ｆ
リハビリテーションセンター
　理学療法室　作業療法室
　言語療法室

健康管理センター

４ Ｆ
手術室
中央材料滅菌室
病理検査室　新館検査室
新館薬剤室

脳神経外科
こえと嚥下のセンター
耳鼻咽喉科
泌尿器科　外来化学療養室

３ Ｆ
南 ３ 病棟：地域包括ケア病棟
／３０床
ポピー病棟：緩和ケア病棟／
１２床

新 ３ 病棟：急性期一般病棟／
６０床

Ｘ線ＴＶ室　エコー室　脳波室
栄養指導室

２ Ｆ
南 ２ 病棟：医療療養病棟／４９
床
リハビリテーションセンター
医療相談室

新 ２ 病棟：地域包括医療病棟
（新型コロナ陽性者受け入れ
病棟）／６０床

内科　小児科　総合診療科
採血室　点滴室　臨床検査室
心電図室　エコー室
専門外来
小児リハビリテーション室

心臓カテーテル室
カンファレンスルーム

１ Ｆ
南 １ 病棟：医療療養病棟／５２
床
厨房

新 １ 病棟：回復期リハビリ
テーション病棟／５２床

外科　整形外科　痛みの外来
（ペインクリニック）
救急処置室　ＭＲＩ／ＣＴ室
薬剤室　医事課　会計
総合案内　外来受付
入院受付　有熱外来

心臓リハビリテーション室
心エコー・ＣＰＸ室、診察室

ＢＦ

ほそぎ入退院サポートセン
ター
　入退院サポート室
　患者サポート室
栄養管理室　厨房
高行記念講堂　会議室
売店「ローソン」仁生会細木
病院店
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５ ．標榜科目
　診療科目
　循環器内科、総合診療科、内科、外科、整形外科、
小児科、放射線科、呼吸器内科、消化器内科、糖尿病・
内分泌内科、腎臓内科、消化器外科、神経小児科、肛
門外科、小児整形外科、脳神経外科、泌尿器科、リウ
マチ科、化学療法・緩和ケア科、耳鼻咽喉科、心臓リ
ハビリテーション科、リハビリテーション科、麻酔科・
ペインクリニック、乳腺外科、血管外科、形成外科・
皮膚科、歯科、美容皮膚科、病理診断科

　専門外来
　甲状腺外来、漢方外来、もの忘れ外来、小児専門外
来（低身長、甲状腺）、小児アレルギー外来、小児整
形外科、小児こころの外来、補聴器外来、禁煙外来、
看護ケア外来

　健康管理センター
　全国健康保険協会管掌健康保険生活習慣病予防健
診、人間ドック、事業主健診、特定健診、乳がん子宮
がん検診、心臓ドック

　こころのセンター（北館）
　精神科、心療内科、内科

６ ．施設基準
　入院基本料等
　　新 1 病棟：回復期リハビリテーション病棟入院料1
　　　　　　　休日リハビリテーション提供体制加算
　　新 2 病棟：地域包括医療病棟入院料　
　　　　　　　25対 1 看護補助体制加算
　　　　　　　（看護補助者 ５ 割以上）
　　　　　　　（地域包括医療病棟入院料の注 5 ）
　　　　　　　看護補助体制充実加算 １
　　　　　　　（地域包括医療病棟入院料の注 8 ）
　　新 3 病棟：急性期一般入院料 2 　　
　　　　　　　小児入院医療管理料 4 　
　　　　　　　25対 1 急性期看護補助体制加算
　　　　　　　（看護補助者 5 割以上）

　　　　　　　看護補助体制充実加算 １
　　　　　　　（急性期看護補助体制加算の注 ４ ）
　　　　　　　看護職員夜間16対 1 配置加算 1
　　南 1 病棟：療養病棟入院基本料 1
　　　　　　　療養病棟療養環境加算 1
　　　　　　　夜間看護加算
　　　　　　　看護補助体制充実加算 １
　　　　　　　（療養病棟入院基本料の注13）
　　　　　　　経腸栄養管理加算
　　　　　　　（療養病棟入院基本料の注11）
　　南 2 病棟：療養病棟入院基本料 1
　　　　　　　療養病棟療養環境加算 1
　　　　　　　夜間看護加算
　　　　　　　看護補助体制充実加算 １
　　　　　　　（療養病棟入院基本料の注13）
　　　　　　　経腸栄養管理加算
　　　　　　　（療養病棟入院基本料の注11）
　　南 3 病棟：地域包括ケア病棟入院料 2
　　　　　　　看護職員配置加算
　　　　　　　（地域包括ケア病棟入院料の注 3 ）
　　　　　　　看護補助体制充実加算 1
　　　　　　　（地域包括ケア病棟入院料の注 5 ）
　　ポピー病棟：緩和ケア病棟入院料 2
　　北 3 病棟：精神科急性期治療病棟入院料 1
　　　　　　　精神科急性期医師配置加算 ２ のロ
　　　　　　　精神科応急入院施設管理加算
　　北 4 病棟：精神病棟入院基本料15対 1 　
　　　　　　　療養環境加算
　　　　　　　看護配置加算
　　　　　　　看護補助加算 1
　　　　　　　看護補助体制充実加算 １
　　　　　　　（看護補助加算の注 ４ ）
　　　　　　　重度認知症加算
　　　　　　　（精神病棟入院基本料の注 ４ ）
　　北 5 病棟：精神病棟入院基本料15対 1 　
　　　　　　　療養環境加算
　　　　　　　看護配置加算
　　　　　　　看護補助加算 1
　　　　　　　看護補助体制充実加算 １

（北館）こころのセンター
Ｓ館 Ｎ館

６ Ｆ ホール

５ Ｆ 北 ５ Ｈ病棟／（北 ５ 病棟４８床） 屋上庭園

４ Ｆ 北 ５ Ｌ病棟 北 ４ 病棟／５３床

３ Ｆ 放射線室　臨床心理室　機能訓練室　更衣室　面接室
精神科患者サポート室 北 ３ 病棟／４０床

２ Ｆ
診療情報課　臨床工学室　医療技術部部長室　薬剤室　人事総務課
院内感染対策室　医療安全管理室　仁生会人事総務部　面談室
職員休憩室　更衣室　情報システム管理課　機能訓練室
訪問リハビリテーション室　訪問看護ステーション　実習生控室

センター長室　医局
応接室　図書室　会議室　脳波室　研修室
精神科デイ・ケア　ショート・ケア「フレンズ」

１ Ｆ
歯科　看護部長室　栄養管理室
事務部長室　臨床支援課　人事総務課　仁生会広報課
企画課　病児・病後児保育室「キューピットハウス」

外来　医事課　心理検査室
皮膚科・形成外科　精神科作業療法室
重度認知症患者デイ・ケア「アルテン」
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　　　　　　　（看護補助加算の注 ４ ）
　　　　　　　重度認知症加算
　　　　　　　（精神病棟入院基本料の注 ４ ）

　基本診療料の施設基準に係る届出
　　情報通信機器を用いた診療に係る基準
　　医療DX推進体制整備加算
　　初診料（歯科）の注 １ に掲げる基準
　　歯科外来診療医療安全対策加算 1
　　歯科外来診療環境体制加算 １
　　救急医療管理加算
　　診療録管理体制加算 1
　　25対 1 医師事務作業補助体制加算 1
　　重症者等療養環境特別加算
　　精神科地域移行実施加算
　　精神科身体合併症管理加算　
　　医療安全対策加算 1
　　医療安全対策地域連携加算 1
　　感染対策向上加算 1
　　指導強化加算
　　患者サポート体制充実加算
　　精神科救急搬送患者地域連携紹介加算
　　術後疼痛管理チーム加算
　　後発医薬品使用体制加算 1
　　データ提出加算 2
　　入退院支援加算 1
　　認知症ケア加算 1
　　せん妄ハイリスク患者ケア加算

　特掲診療料の施設基準に係る届出
　　心�臓ペースメーカー指導管理料の注 ５ に掲げる遠

隔モニタリング加算
　　糖尿病合併症管理料
　　がん性疼痛緩和指導管理料
　　がん患者指導管理料イ・ロ
　　糖尿病透析予防指導管理料
　　小児運動器疾患指導管理料
　　二次性骨折予防継続管理料 １・２・３
　　慢性腎臓病透析予防指導管理料
　　外来腫瘍化学療法診療料 １
　　連携充実加算
　　ニコチン依存症管理料
　　開放型病院共同指導料
　　がん治療連携指導料　　
　　こころの連携指導料（Ⅱ）
　　薬剤管理指導料
　　医療機器安全管理料 1
　　精神科退院時共同指導料 ２
　　歯科治療時医療管理料
　　在�宅患者訪問診療料（Ⅰ）の注13及び歯科訪問診療

料の注20に規定する在宅医療DX情報活用加算
　　在�宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪

問看護・指導料の注 ２
　　BRCA 1 / ２ 遺伝子検査（血液）
　　先天性代謝異常症検査
　　検体検査管理加算（Ⅰ）（Ⅱ）
　　心�臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査

加算
　　時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト
　　ヘッドアップティルト試験
　　神経学的検査
　　補聴器適合検査
　　画像診断管理加算 2
　　CT撮影及びMRI撮影
　　冠動脈CT撮影加算
　　心臓MRI撮影加算
　　乳房MRI撮影加算
　　外来化学療法加算 1
　　無菌製剤処理料 1 イ・ロ
　　心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
　　脳血管疾患等リハビリテーション量（ １ ）
　　運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
　　呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
　　集団コミュニケーション療法料
　　療養生活継続支援加算
　　精神科作業療法
　　精神科ショート・ケア「大規模なもの」
　　精神科デイ・ケア「大規模なもの」
　　重度認知症患者デイ・ケア料
　　医療保護入院等診療料
　　CAD／CAM冠及びCAD/CAMインレー
　　椎間板内酵素注入療法
　　内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）
　　喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）
　　乳�がんセンチネルリンパ節加算 1 及びセンチネル

リンパ節生検(併用)
　　乳�がんセンチネルリンパ節加算 2 及びセンチネル

リンパ節生検(単独)
　　経皮的冠動脈形成術(特殊カテーテルによるもの)
　　ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
　　ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
　　　(ﾘｰドﾚｽペｰｽﾒｰｶｰ）
　　大動脈バルーンパンピング法（IABP法）
　　胃瘻造設術（医科点数表手術の通則16に掲げる手術）
　　輸血管理料（Ⅱ）　
　　輸血適正使用加算
　　人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
　　胃瘻造設時嚥下機能評価加算
　　麻酔管理料（Ⅰ）
　　クラウン・ブリッジ維持管理料
　　看護職員処遇改善評価料
　　外来・在宅ベースアップ評価料
　　入院ベースアップ評価料
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　　�　病院内で行われる研修はもちろん、職能団体で
行われる勉強会や講演会に積極的に参加し、知識
の習得に努めた。また、部署内では主任を中心に
企画運営し、症例検討会を継続して行うことがで
きた。今年度は、職業倫理綱領を意識しながら相
談業務を振り返り、まとめ、症例報告とした。報
告者も参加者も共に新たな気づきや課題を見出す
ことができ、ソーシャルワーカー相互研修となっ
ている。

　　�　個人の自己研鑽として、「より良い援助を提供し
たい」という信念が言動力となり、業務と平行し
て修士課程に進学する者、また、現場での実践を
通じて自身の専門性をさらに高めたいと言う強い
意志のもと、学習を継続し、精神保健福祉士国家
資格や終末期ケア専門士の資格を取得する成果に
結びついた。こうした個々の努力が、部署全体の
士気や専門性の底上げにもつながると感じてい
る。

　　�　社会福祉学生実習については、高知県立大学社
会福祉学部より受け入れを行い、後進の育成の一
端を担った。

3今後の課題
　専門性の底上げを努めているものの一定の経験年数
を有する職員の退職に伴い、相談業務体制において、
中堅層の人材が少なくなっている。欠員補充を見込ま
ずに業務継続していくにあたり、現場の負担感や業務
の質への影響が懸念される。業務維持と質の維持のた
め、各職員の役割分担の見直しと支援機能の強化、若
手職員へのフォローアップ体制を整える必要がある。
厳しい体制の中でも、相談業務の専門性と継続を損な
うことなく、患者や家族の気持ちに寄り添い、安心で
きる支援が提供できるよう院内外の関係機関や多職種
と協働し、地域社会に貢献していきたい。

（文責：室長　佐々木　美知子）
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